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本年テーマ
（計画）システム評価の活用/人材活性化

（評価）ＡDⅬ・認知症テストの数値化の見える化を行い、来年度に向けてスタートできた。
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■令和７年度処遇及び運営方針に対しての評価

（計画）①システム機能の中の評価の活用（BI評価・MMSE評価システム）

②認知症の理解や入浴介助の技術を深める

令和７年度事業報告書
事業
所名

デイサービスセンターしおかぜ城山 作成者 西原　翠 作成日

②認知症実践者研修1名実施、内部研修（認知症ケア）実施、入浴介助の研修（ウェブ研修・実践研修）2回行った。

③福祉機器を実際にレンタルし検討を行った。実際に使用していく中でスライドボードの活用に至った。

③職員の介護負担軽減の為の福祉機器などの導入を検討（上昇シフト・移乗ロボット・記録管理システムノーマンの活用）

（評価）

①R8・1月開始、BI評価・MMSE評価の見える化を図った。

■職員研修計画と実績

研修 名称 参加実績 研修 名称 参加実績

認知症介護実践者研修 1名実施（佐藤氏）

安全管理者講習 江見氏
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■会議・委員会計画実績・効果

会議委員会名 実績・効果 会議委員会名 実績・効果

事業部会議
定例会議を行い、業務の進行を
行った

高齢者虐待及び権利擁護・身
体拘束について

事故予防委員会
事故内容を把握することで、ケア
の方法や危険個所について周知
できた

BCP訓練（感染症・災害時） 全員参加（欠席者；資料配布）

身体拘束委員会
身体拘束について意識するこち
ができた。

法令遵守について 全員参加（欠席者；資料配布）

全員参加（欠席者；資料配布）

給食委員会
利用者様からの声を伝えることが
できた。

事故発生時の対応について 全員参加（欠席者；資料配布）

業務改善委員会
業務上での問題点や改善点を話
し合い実行に移すことができた

認知症ケアについて 全員参加（欠席者；資料配布）

虐待防止委員会 虐待案件無し カスタマハラスメントについて 全員参加（欠席者；資料配布）

入浴介助実践研修〈web・実践） 全員参加（欠席者；資料配布）



防
災
・
災
害

■災害訓練計画・実績

訓練予定月 実施月 訓 練 目 的 訓練評価

令和7年9月 令和7年9月 避難訓練・消火訓練・通報訓練
計画通り実施できた。でんでんに来ていただき実際に非常ベルも鳴
らし、訓練を行った。

令和8年3月 令和8年3月 避難訓練・消火訓練・通報訓練
計画通り実施できた。落ち着いて訓練することもでき、でんでんによる
火災時での注意点なども教えて頂き、災害時における知識が観につ
いた。

６ 月
父tの日

「事故発生対応について」

７ 月
昼食会

秋祭り

１１月
秋の運動会

８ 月
そうめん流し

「BCP訓練（感染症・災害時）

９ 月
敬老会

（総評）計画通りに実施することができた。　①システム機能・評価の活用では、BI評価・MMSＥ評価を活用し、令和8年1月より日常
生活動作や認知機能の数値化を行う事が出来た。これにより、利用者様の現在の身体能力や認知症のレベルを把握することがで
きるようになった。　　②認知症の理解や入浴介助の技術では、認知症実践者研修1名参加していただき、認知症のケアの技術の
習得や、職員間でその方にどのようなアプローチをしていくかを一緒に考え行動していく取り組みが図れた。入浴介助の技術では、
入浴介助研修を動画研修と実践を2回行い、技術向上に努めた。③職員の介負担軽減の為の福祉機器導入検討については、コン
ベックスの展示会に実際足を運びデモ機のレンタルをしたり、福山医療器からはスライドボードをお借りし、実際に使用し、スライド
ボードを活用していくこととした。又、ノーマンの活用や、業務改善委員を再稼働させ、お風呂業務の負担の改善や、事務仕事の精
査、ムリ・ムラ・ムダを改善していった。
令和7年度収入実績は￥91115310となり、予測の￥77508657より上回る事ができた。

２ 月
節分会

法令遵守について

３ 月
ひな祭り

カスタマーハラスメントについて

１２月
忘年会

感染症について

１ 月
新年会
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■月別行事（下段）・内部研修報告（上段）

月 度

４ 月
花見会　　　　　　　　

「高齢者楽隊及び権利擁護について」・「身体拘束について」

５ 月
母の日

１０月


